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4 3 2 1

1-1 24.0% 76.0% 0.0% 0.0%

1-2 29.0% 67.0% 4.0% 0.0%

1-3 48.0% 52.0% 0.0% 0.0%

1-4 43.0% 52.0% 0.5% 0.0%

1-5 33.0% 62.0% 5.0% 0.0%

1-6 29.0% 67.0% 0.4% 0.0%

1-7 14.0% 76.0% 10.0% 0.0%

2-1 52.0% 48.0% 0.0% 0.0%

2-2 48.0% 43.0% 0.9% 0.0%

2-3 24.0% 67.0% 9.0% 0.0%

2-4 67.0% 33.0% 0.0% 0.0%

2-5 10.0% 81.0% 9.0% 0.0%

2-6 57.0% 43.0% 0.0% 0.0%

2-7 43.0% 48.0% 9.0% 0.0%

3-1 10.0% 86.0% 4.0% 0.0%

3-2 48.0% 48.0% 4.0% 0.0%

3-3 19.0% 71.0% 10.0% 0.0%

3-4 14.0% 48.0% 33.0% 5.0%

3-5 10.0% 52.0% 38.0% 0.0%

3-6 57.0% 43.0% 0.0% 0.0%

3-7 19.0% 67.0% 14.0% 0.0%

子どもの作品を工夫して飾ったり、丁寧に保存するなど大切に扱っていますか。

一人ひとりの成長や興味に合わせた遊びや運動を、子ども自身が工夫してでき
るような環境を整えていますか。

できるだけ戸外に出て遊んだり、散歩に出かけたりするなど、自然（動植物）に
触れ合う機会を設けていますか。

季節を感じる歌や音楽に触れ、感性を育てるように努めていますか。

向
上
心

（
姿
勢
・
意
欲

）

保育教諭としての責務と誇りを自覚し、人間性と専門性の向上に努めています
か。

はっきりした声と笑顔で、日々心のこもった挨拶を子ども・保護者・職員と交わし
ていますか。

保育をする中で、喜びや疑問・悩みを上司・同僚に話し、意見交換や見直し・改
善につなげていますか。

研修などに参加したり、専門書に触れ、知識や技術の習得を図ったりしています
か。

保育雑誌や専門書を熟読し、保育の計画や実践に向け、創意工夫に努めてい
ますか。

積極的に戸外遊び・運動遊び・伝承遊びを子どもたちと一緒に楽しんでいます
か。

子どもの興味・関心に合わせた絵本や図鑑など、子どもたちが読みやすいよう
に室内環境づくりを心がけていますか。

令和５年度　職員 自己評価結果

よくできている（よくあてはまる）
できている（あてはまる）
あまりできていない（あまりあてはまらない）
できていない（あてはまらない）

評価内容

項目
評価内容

保
育
内
容

一人ひとりの子どもの生理的要求が満たされているように配慮していますか。

一人ひとりの発達を理解し、その子どもに合った保育ができていますか。

担当の子どもの友だちとの関わりを把握していますか。

自然と触れ合う遊びなどを季節に合わせて取り入れていますか。

みんなで一緒に表現することの喜びを味わえるような機会を作っていますか。

子どもたちが楽しく食べ、食べる意欲が育つような工夫をしていますか。

子どもの興味・関心に合わせた絵本や物語の選定をしていますか。

環
境

毎日保育室は、整理整頓、清掃、消毒されていますか。

ヒアリハットを活用し、危険個所と思われる場所を把握し危険個所を作らないよ
うに安全面に気を付けていますか。

子どもの自発性・アイデア・興味関心を大切にした関わり・環境構成（動線・目の
高さを考えた遊具・用具・教具配置など）が出来ていますか。



4-1 38.0% 62.0% 0.0% 0.0%

4-2 33.0% 67.0% 0.0% 0.0%

4-3 33.0% 62.0% 5.0% 0.0%

4-4 24.0% 62.0% 14.0% 0.0%

4-5 29.0% 62.0% 8.0% 0.0%

4-6 24.0% 71.0% 5.0% 0.0%

4-7 71.0% 24.0% 5.0% 0.0%

5-1 48.0% 52.0% 0.0% 0.0%

5-2 71.0% 29.0% 0.0% 0.0%

5-3 48.0% 52.0% 0.0% 0.0%

5-4 57.0% 43.0% 0.0% 0.0%

5-5 62.0% 29.0% 9.0% 0.0%

5-6 67.0% 33.0% 0.0% 0.0%

5-7 62.0% 38.0% 0.0% 0.0%

6-1 43.0% 48.0% 9.0% 0.0%

6-2 19.0% 71.0% 10.0% 0.0%

6-3 29.0% 67.0% 4.0% 0.0%

6-4 19.0% 81.0% 0.0% 0.0%

6-5 24.0% 76.0% 0.0% 0.0%

6-6 38.0% 57.0% 5.0% 0.0%

6-7 76.0% 24.0% 0.0% 0.0%

7-1 71.0% 29.0% 0.0% 0.0%

7-2 57.0% 43.0% 0.0% 0.0%

7-3 62.0% 38.0% 0.0% 0.0%

7-4 19.0% 76.0% 5.0% 0.0%

7-5 14.0% 76.0% 10.0% 0.0%

7-6 48.0% 52.0% 0.0% 0.0%

7-7 24.0% 67.0% 5.0% 4.0%

仕事にふさわしい身だしなみを心がけていますか。

あなたにとって、保育園は楽しい場所と感じられますか。

保
育
教
諭
と
し
て

どんな状況にある時も、子どもの笑顔や姿をかわいいと感じますか。

子ども一人ひとりの言葉や思いを理解して接していますか。

園児の人格を否定するような言葉は使わないように心がけていますか。

子どもから発せられる様々なサインを見逃さず、適時に対応・援助ができていま
すか。

週案・月案・行事予定表に目を通し、その日の保育への準備が計画的にできて
いますか。

職
員
と
の
連
携

自分から進んで挨拶し、上司・同僚と話をする機会を持ち、職員間の連携に努
めていますか。

業務遂行にあたり、正確・迅速・こまめに上司や職員間で報告・連絡・相談をす
るように心がけていますか。

上司の言葉を適切に受け止め、職員間においても公平に関われていますか。

園児に関する情報を伝え合う時、必要な質問・意見を伝え、共通理解に努めて
いますか。

伝達の順番と方法を日頃より確認し、不明点はその場で確認していますか。

お互いの状況を理解し、同じ目標に向かって協力や援助をしていますか。

職員について知り得た情報の守秘義務を果たしていますか。

保
護
者
・
地
域
社
会
と
の
連
携

保護者に対し、笑顔で明るく挨拶をしていますか。

子どもやその家族（保護者）について、知り得た情報の守秘義務を果たしていま
すか。

園での様子を丁寧に伝え、家庭での様子を聞く中で、子どもたちの育ちを保護
者とともに考え、喜び合うことができますか。

子どもの健康状態やその様子を保護者に連絡する際、その内容がどのように相
手に伝わるかを考えていますか。

虐待が疑われる子がいたら、どうしたらいいか理解し、行動できますか。

特定の保護者と会話が夢中になりすぎていないか、気をつけていますか。

散歩や行事などで、子どもたちが地域の人たちと触れ合う機会を持つとともに、
気持ちよく挨拶を交わしていますか。

子
ど
も
と
の
関
わ
り

子どもの目の動き・声・しぐさ・言葉をメッセージとして受け止め、ほほえみ・要求
に応じる言葉をやさしく返していますか。

保育者の日々の言動が子どもに影響することを意識し、子どもたちの思いを大
切に、やる気を出すような働きかけをしていますか。

あなたは子どもがうれしい時・悲しい時・困った時・戸惑った時に、それを伝えた
い存在になっていますか。

自分自身の感情に左右されずに、その場に適した言葉かけ（指示・命令口調で
はない）を、常に心がけていますか。

子どもがぶつかり合う時、危険のないよう配慮しつつ、子どもの心の動きを考え
ながら、禁止語をかけずに見守ることができますか。

子どもたちの活動や発言の中から出てきたものを拾い上げ、日々の保育を展開
していますか。

自分が忙しい時であっても、子どもの話を最後まで聞いていますか。



 
◎概ね幼保連携型認定こども園　教育要領・保育指針に沿って自己評価を実施した。
全体的に、４：よくできている、３：できているの評価が殆どであった。
特に、保護者・地域社会との連携については１００％の職員が出来ており、普段からなでしここども園の保育教
諭としての意識を持ち、保護者や地域の方々に接していることが伺えた。また、昨年度は保育教諭の１００％が
職場が楽しいという回答であったが、今年度は９％の職員が「あてはまらない、あまり当てはまらない」との回答
であった。
職場が楽しいと思えることは、人間関係も円滑であり、ひいては、それが日常の教育、保育にも大きく影響し、
保護者からも安心して預けて頂けることであるが、「あてはまらない」という回答があることは、問題を抱えてい
ても、それを相談し、解決する態勢（相手）がいないことと思われる。其々が悩みを気軽に相談できるような職場
風土を作って行けるよう努力して行きたい。
また、今後の課題としては保育の質の向上を目指す為、コロナ禍で研修の機会が減っていることもあるが、5類
になったことで、個々の学びへの意欲に繋げられるよう、研修の機会も増やして行きたい。

 総　　　　　　　評


